
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発行元 

日本遠絡統合医学会 
運営事務局 
㈱ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ 

(㈱エスピーシー) 

 〒812-0882 
 福岡市博多区 

麦野５丁目６番３号 
     TEL:092-588-5284 

       FAX:092-588-6201 
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在りし日の柯 尚志先生 
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草加整形外科内科の小泉と申します。「柯先生偲ぶ会」 

代表者として一言ご挨拶の言葉を申し上げます。 

柯先生は一昨年の11月長引く咳のため私のクリニックに検査

に来られました。腹部レントゲン写真にて右肺に多量の胸水が

あるため、磯久先生のクリニックに転院され諸検査の上、不整脈

と肝硬変であることが判明しました。肝硬変の治療として総肝動

脈の血流を促進する遠絡療法他アルブミンの補充、点滴などを

施術されある程度の効果は得られました。 

しかし、柯先生はなによりも遠絡に対する熱意と責任感の強さ

が柯先生の病状の悪化をもたらしたと思えます。私たちは何度

も休養を取られるようお勧めはしましたが、遠絡の完全燃焼を希

望する先生の意思には勝てませんでした。肝臓の六区、七区が

枯れて胸水が溜まりました。 

そして、肝臓の五区、八区も枯れて腹水が溜まりました。総肝

血流も減り、そして一時的に講義中に肝性脳症を起こされ、疲

れやすい状況が継続していることで肝臓移植を決意されまし

た。 

 昨年 11 月上海復旦医科大学中山医学院にて肝臓の移植手

術を受けられました。手術は成功でした。（スライドの写真を指

し）この写真は昨年 12 月末退院直後のものです。幾分お痩せ

になっておりますが、お元気そうです。上海の術後の超音波検

査で「どの血管に血流が流れ、どの血管に血流が流れてないか

をエコー画面を見なくても全部正確に言い当てて、検査の先生

を驚かせたとおっしゃっておりました。つまり、今までの三次元、

四次元、五次元以外に六次元の透視もできたとおっしゃってお

りました。 

 次回の尚志塾及び CS トレーニングの講義にも取り入れるとお

っしゃっており、私も先生の次の講義を楽しみにしておりました

が、突然の訃報を聞き、大変ショックを受けました。 

 先生は多発性心筋梗塞で 1 月 24 日急死されました。柯先生

の遺言を受けて日本と台湾の遠絡医学界はひとつの組織として

活動していくことを確認いたしました。現在講師をしていただい

ている先生方を理事会のメンバーとして従来の名称に「統合」を

加えて「日本遠絡医学会」を発足させようと計画しています。 

学会の実務は（株）エスピーシーの城戸社長に委託していま

す。 

 本日は柯先生の偉大な業績を偲びつつ、今後の遠絡医学の

発展について意見交換の歓談をしていただければ幸いです。 

 お忙しい中、遠路にも関わらずおいでいただいた九州大学外 

教授をはじめ会員の皆様に心より御礼申し上げます。 

 今後の遠絡統合医学界は以前に増して、より一層の皆様の 

ご指導・ご鞭撻が必要でございます。 

 何卒よろしくお願い申し上げます。 
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2016年 1月 24日、ENRAC医学創始者、 
日本 ENRAC 医学会代表理事の柯 尚志 
先生が上海復旦大学付属中山医院にて 
逝去されました。現在は先生の故郷、台湾 
・花蓮にて安らかに眠られております。 
柯先生が台湾を離れて日本の医療に 

携わって半世紀近く、数え切れないほど 
の難治性疾患や痛みに苦しむ人々をその 
苦しみから解放してきました。 

その中で創り上げられた「遠絡療法」「ENRAC 医学」という 
極めて革新的な医学理論と、現代医学の改革に全力を注がれ 
た多大な業績と理念は、柯先生に教えを受けた先生方に引き 
継がれ今後も残り続けていくことと思います。「ENRAC 医学」を 
普及するために柯先生が中心となって組織した ENRAC ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
にとって、柯先生を失ったことは非常に残念でなりません。 
しかしながら、柯先生が創り上げた医学を継続させ、さまざまな 
症状に苦しむ多くの患者様を救うことが、柯先生の教えの根本 
であり、遠絡を学んだ者にとっての使命であると決意を新たに 
するものであります。 
柯先生の死去により、日本 ENRAC医学会をはじめとした 

従来の ENRAC 関連団体は、日本・台湾ともに一旦全ての法人 
を整理した上で、柯先生の遺言に基く形で新しい団体を発足し、 
柯先生の理念を実現する為に活動を行って参ります。なお、法人 
の整理に伴い当面の期間、従来行なっていた活動に制限が生 
じることとなり、会員の先生におかれましてはご迷惑をおかけ致 
しております。定期発行していた日本 ENRAC 医学会誌につい 
ても 2015 年度の発行は困難な状況となっております。 
しかしながら、遠絡を継続するためには会員の先生への情報 

提供は必要であり、柯先生が今まで講義で語られた言葉がさら 
に重要性を増すとの思いから、2015 年度については柯先生を 
追悼する特別誌として発行することと致しました。ただし、発行元 
となるべき新医学会は未発足であることと準備の時間が不足して 
いることから、編集が稚拙なものとなってしまうことをご理解、ご容 
赦頂きたくお願い申しあげます。 
内容につきましては、尚志塾における Dr.Ko の症例解説、 

及び 2015 年度医学会の口演演題のまとめとなりますので、日々 
の遠絡医学の参考として頂くことができることと存じます。来年度 
は「日本遠絡統合医学会」が順調に発足し、編集に関わる先生 
方によって十分検討が行なわれた医学会誌が発刊されることを 
期待しております。 
 本年は創始者柯先生の死去という大きな困難に直面し、遠絡 
にとって非常に重大な過渡期となります。柯先生の意志が引き 
継がれ遠絡が継続していく為に、先生方におかれましては引き 
続きご助力頂けますよう何卒よろしくお願い申しあげます。 

2016 年 5 月 8 日 
日本遠絡統合医学会準備室 
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九州大学大学院医学研究室 
外 須 美 夫 教授 

 

故柯 尚志先生とは九州大学病院麻酔科で一緒に 
仕事をし、その後遠絡療法を教えていただきました 
友人の外 須美夫です。 
 柯先生は画期的な痛み治療法である遠絡療法の 
創始者であり、開拓者であり、そして慢性疼痛の患者 
様にとっても大きな貢献をされました。 
 柯先生のあの診療のお姿、それから汗をかきながら 
講演し、実演をしておられる姿を思い出します。 
 そして、ご苦労さまでした。そして、ありがとうございま 
した。 
 柯先生はまさに身を削って遠絡療法の道を走って 
行かれました。 
 今天上の人となって私たちを見守りしてくれていると 
思います。 
 柯先生 どうか安らかに、やすらかにお眠りください。 
それでは「献杯」をさせていただきます。 「献杯！  

 

 

 
 

 

 
 

故柯 尚志先生とは九州大学病院勤務時に出会いました。 
その後お会いすることがしばらくありませんでしたが麻酔科の
同窓会でお会いし、当時中国人から鍼を教えていただいていた
のですが、今一納得いかないことを話したところ「僕が教えるよ」
と言っていただきました。 
 それから４年半位就業後私の住んでいる日田から高速で 
約 100 ㎞走って柯先生の元へ駆けつけました。そして柯先生が
鍼を使わず押圧での治療法を考案され，その後 2 人で先生の
旧知の上海の中医学の先生を尋ねました。しかし最初は受け入
れて頂けず、次から次へと患者を「これでもか、これでもか」と送
り込まれました。 
結果として全ての患者の痛みが消えることを目にして、担当の先
生の付けられた「遠道相応穴位経絡療法」という名称にすること
を条件に認めてくださり「遠絡療法」が産れました。 
 ただ彼の「遠絡」を普及させたいという強い意志は東京に出る
という決断となり、銀座でのクリニック開設、2001 年笹川記念館
での 1 回目のセミナー開催とエネルギッシュに展開してきまし
た。 
 緊急医療に従事している関係から余り東京に出向く事が出来
ずにいましたが、西洋医学の立場からも診方を変えることが 
でき、医療の幅も広げていただく事ができました。 
 

医療法人咸宜会  
日田中央病院 統括副院長 

鬼木 寛二先生 

ר ʫ  
 

 

 

まごころ医療館（佐賀県） 
理事長  
中川原 三和子先生 

尚志塾第 2期生 

 
 

 

今から 10 年前本日献杯をしていただきました外教授から麻酔学会の際に 
「遠絡治療」という素晴らしい療法があるので、治療に取り入れてみないか？」という 
お導きが柯先生との出会いでした。 
平成 18 年福岡で開催されたベーシックコースに参加しました。 
興味津々で臨みましたが、柯先生の独特の語り口で「分かったような、分からない 

ような」「こんなことが本当におこるのか？」ということを自問自答繰り返すことで１日が 
終わったことを覚えています。 
柯先生は立ち止まることなく、前進あるのみの姿勢で「遠絡療法」の治療に邁進し 

続けておられまして、私が所用でセミナーを休みますと「いつも油断なく勉強しないと 
駄目だよ」と電話があり、私も必死についていきました。 
どこからあんなに素晴らしいアイデアというか閃き、エネルギーが出てくるのだろうか 

と圧倒されながら勉強し続けました。 
今回ご逝去され、もうお会いできないことは本当に寂しくて、哀しくてなりません。 
先生のご意思が 50 年、100 年と受け継がれ難治性疼痛が世界からなくなることを 
祈っております。 
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 私が受講した頃はまだ受講される方が少なく先生と 
マンツーマンに近い教育の時代です。ただ、柯先生 
はまだ日本語が上手でなく言っている内容が全く 
理解できず、隣の受講されている先生に聞いても 
「さぁ？」という返事でこのような中でスタートしました。 
 そして先生にへばりつくようにして尚志塾まで学んで
きました。ある時先生から「身を捨てて患者さんの為に
全エレルギーを投げ出しなさい」と言われ、それを実践
していましたら、自分の方が身体を壊し、死ぬ寸前まで
行き、しばらく遠絡から遠のき、色々な文献をあさり
色々な治す方法を手に入れて今日に到っております。 
 「遠絡療法」は素晴らしいものですが、ひとつの欠点
は「自分のエレルギーを出して患者さんは治るがこちら
側の体力がへばる」事です。それに対して「生流術」と
いうものがあると先生より言われのですが、音楽ができ
るような人でないと出来ない難しい面があり自分ではで
きないと思っていたのですが、台湾の陳先生のされる
「生流術」と同等の健康法「梅華拳」を皆様が実行すれ
ば、ご自身の体力がへばることなく「遠絡療法」をする
事ができると少し安堵しております。 
 

磯久ｸﾘﾆｯｸ（埼玉県） 
院長   
磯久 一郎先生 
尚志塾第４期生 

 

 ２年半前に小泉先生より「柯先生の咳が止まらず 
診て欲しい」と連絡を受け、すぐに来て頂きレントゲ 
ンを撮ると肺は真っ白、両脚は倍位になっており、 
まさにびしょ濡れの状態で緊急入院して頂きました。 
各種検査を行い、結論は「肝硬変」と「Ｂ型肝炎」で 
した。 

   その時点では肝臓は通常の 1/4 位、赤ちゃんの 
ような大きさで完全に干からびており、「これ本当に 
治るのかな？」と思いました。 

   先生は当然非常に見識が高く、肝動脈の血流 
測定も求めて来られました。当然肝臓の血流が悪く 
私が治療することとは別にご自身でも肝動脈血流 
改善の為の遠絡治療を行っていたようです。 

 肝臓は不思議な臓器で、血流が増えると動脈に近い所ではすぐ成長 
するのですが、柯先生の場合も。血流が改善し、肝臓も大きくなってきま 
した。 
 「遠絡は効くだろう」と喜ばれましたが、私はただ「血流が増えるとこんな 
にも改善するのか？」「遠絡療法でこんなに血流が改善するのか」と改め 
て血流の重要性を再認識し「遠絡」の効果に驚かされました。 
 体調も良くなり職務に戻られましたが、講義でもいつものようにエネルギ 
ッシュに熱演されておられました。休憩時間に別室で横になられているの 
は知っておりましたが、それでもどこからあのエネルギーが湧いてくるの 
か、少しやり過ぎではないかと個人的には思いましたが、柯先生の 
お気持ちがそうなっておられるのをそれを皆で止めると返ってまた不健康
に戻られるのではないかという気がしました。今回のご逝去は「これはこれ
で仕方なかった」と自分自身に言い聞かせています。 
 肝臓の特質で良くなってもちょっとした悪さが顔をだします。先生もその 
ことはご存知ですので、月に４～５日当院に入院していただき各種検査を
行ない経過をみておりました。全体としては良い方向に進んでおりました
が、昨年末には体温が下がり、このままではジリ貧になると先生自身が 
肝臓移植を決断されました。日本では家族間以外の移植は認められてお 
られず、中国なら台湾人である自分は移植ができると云われ、上海に行 
かれました。 
２０歳代の肝臓を貰うことができたと云われ、年明け検査でも手術はうまく

いったとのの結果を言われた矢先にお亡くなりになりました。 
 柯先生といっしょにやれた柯先生への治療は大変素晴らしく、得がたい
体験をさせていただいたと感謝しております。 
 

ほりぐちｸﾘﾆｯｸ（大阪府） 
院長   

堀口 雄一先生 
尚志塾第 1期生 

 

久米整形外科医院（北海道） 
院長  

久米 守先生 
尚志塾第５期生 

 

光整形外科医院（群馬県） 
院長  

呉 秀光先生 
前日本 ENRAC 医学会顧問 
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柯先生の著書「消痛革命」には遠絡療法の開発の経緯が詳しく 
書かれており、「痛みと痺れの処方箋」ではその理論がさらに整理 
され難治性疼痛に対して画期的な成果が示されています。 
文字通り「寝ない」｢食べない｣｢休まない｣で得た成果を正にご自分 
の命が尽きるまで研究して下さいました。 
私は平成 19 年から先生の教えを頂き、押したら痛みがなくなる 

そういった遠絡療法の手技だけでなく、患者さんの心をどう治すか、 
また自分自身の心の落とし方を学んだ気がします。柯先生の傍に 
いると自分自身も元気になって患者さんも元気付けられるように 
なりました。 
我々遠絡 Ko 医学を学んだ者は「治病救人・医生済世」を唱えられ 

た柯先生の決意を継ぎ遠絡療法とその成果を広く伝えていく使命が 
あると思っております。 
 柯先生に心からの尊敬と感謝を捧げます 

Э  
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 1月24日柯先生の突然の訃報を聞き、ショックで心に
穴が空いたようです。 
私が柯先生と知り合ったのは 2002 年で、遠絡医学

ができたばかりで、まだ世間に知られておりませんでし
た。かなり大変な時代でしたが何となく必死で柯先生を
支えて現在に発展しまして、沢山の方が参加して頂き
助かっております。遠絡が産まれて 25 年経ちました
が、未だ道半分です。これからも発展して行きたいと思
いますので宜しくお願いします。 
 確かに遠絡は患者さんから苦痛・疼痛を取り除く唯一
の方法です。最近は脳の方まで柯先生が教えられて
おられますが、完全にできる人はそんなにおられませ
ん。 
 しかし、柯先生が遺言で今後の段取りを決めてくださ
いました。治療のことは小泉先生、学術的な面は高江
先生を始め本日お渡しした資料に掲載しております各
先生が、経営全体は城戸さん、海外は大野さんが担当
してくれます。 
この体制で行なって参りますので皆様のご協力を 

お願い申しあげます、 
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この度｢日本 ENRAC 医学会｣は、「日本遠絡統合医学会」に名称変更いたしました。 
それにともないカリキュラムが改定されますので、お知らせいたします。 
従来の本コース及び実技コースは「遠絡統合医学セミナー」として新しいカリキュラムでのコース設定に改定いたします。 
また、実際の臨床現場で効果的な遠絡統合医療が施せる手技、実技を中心とした「遠絡統合医療実習セミナー」を新設 
させていただきます。 
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